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二
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論
の
発
展
と
財
務
管
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論

三
企
業
理
論
と
企
業
の
経
情
的
目
楳

四
利
益
雇
大
化
よ
り
富
の
極
大
化
へ
の
括
展
(
以
上
本
号
)

五
ソ
ロ
モ
ン
の
企
業
成
長
の
モ
デ
ル
(
以
下
次
号
)

完
投
資
理
論
の
基
礎
原
理

七
利
益
率
極
大
化
か
、
利
益
極
大
化
か

八

む

す

び

ま

え

由t

き
企
業
理
論
の
体
系

企
業
理
論
(
長

2
4
E
F
o
p自
)
と
い
え
ば
、

価
格
理
論
守
口

2
5
0
2司
)
に
置
か
れ
て
い
る
。
価
格
理
論
と
は
企
業
の
生
産
量
を
収
益
・
費
用
の
関
係
か
ら
決
定
し
よ
う
と
す
る
も

一
般
に
企
業
の
経
済
理
論
を
意
味
し
、
近
代
経
済
学
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
心
が

の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
経
営
経
済
学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
は
費
用
世
論
(
問
。
耳
目
叶
宮
0
1
0
)

な
い
し
生
産
理
論
(
3
0
品己

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
経
営
経
済
学
の
中
心
を
な
す
理
論
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
等
を
総
称
し
て
費
用
理
論
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

企
業
理
論
と
投
資
理
論

村

第
九
十
三
巻

四

九

第
六
号

ノ、



企
業
理
語
ル
投
資
理
論
付

第
九
十
三
巻

四

O 

信
六
号

/、

企
業
の
経
済
学
的
研
究
に
は
、
こ
の
他
に
資
本
理
論
合
唱

H
Z
-
P
2
H可
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
投
資
の
問
題
が
中
心
で
あ
る
か
ら
、
投

資
理
論

(
F
2
H可
C
H
E
耳
E
E
O
E〉
と
も
呼
ば
れ
る
。
一
般
に
投
資
理
論
と
い
う
名
称
が
な
じ
み
が
深
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
投
資
理

論
を
広
く
解
し
、
資
本
理
論
と
同
義
を
意
味
す
る
こ
と
と
す
る
。
近
代
経
済
学
に
お
い
て
は
、
企
業
理
論
と
い
え
ば
費
用
理
論
(
価
格
理

論
・
生
産
理
論
)
の
み
壱
指
す
立
場
と
、
投
資
理
論
(
資
本
理
論
)
を
も
含
め
る
立
場
と
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
で
も
、
企
業
理
論
の
中

心
的
埋
論
は
費
用
理
論
に
置
か
れ
、
投
資
理
論
は
企
業
理
論
を
補
足
す
る
程
度
に
し
か
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
投
資
理
論
と
費
用
理
論
と
は
全
〈
別
個
に
研
究
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
両
者
を
統
一
し
て
、
体
系
化
壱
は
か
ろ
う
と

い
う
研
究
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
費
用
理
論
が
企
業
の
経
済
学
的
研
究
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
経
済
学

的
手
法
を
用
い
る
投
資
理
論
は
、
こ
れ
と
全
く
対
等
の
地
位
壱
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
者
は
収
益
・
費
用
の
関
係

か
ら
企
業
の
生
産
量
を
決
定
し
よ
う
と
す
る
に
対
し
、
後
者
は
プ
ロ
ゼ
グ
ト
投
資
と
そ
の
収
益
性
と
の
関
係
か
ら
企
業
の
投
資
額
を
決
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
は
結
局
企
業
の
経
済
的
日
擦
を
達
成
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
別
々
の
原
理
に
指
導
さ
れ

て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
全
く
同
一
目
標
を
有
す
る
盾
の
両
面
で
な
付
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
従
来
に
お
い
て
は
、
こ
の
両
者
が
別
々
に
研
究
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
多
く
の
論
争
が
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま
で
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
両
者
が
企
業
理
論
を
形
成
す
る
と
考
え
れ
ば
、
こ
の
両
者
は
全
く
同
一
原
理
で
指
導
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
原

理
的
な
問
題
は
投
資
現
論
と
費
用
担
論
の
双
方
に
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
方
の
み
の
議
論
で
解
決
困
難
な

問
題
も
、
両
者
を
通
じ
て
考
察
す
る
と
容
易
に
解
決
す
る
と
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
投
資
理
論
が
費
用
理
論
と
対
等
の
地
位
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
投
資
理
論
の
側
に
お
い
て
、

一
層
の
発
展
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
発
展
は
、
近
代
経
済
学
の
分
野
に
お
い
て
よ
り
も
、
か
え
っ
て
、
資
本
予
算
と
い
っ
た
財



務
管
理
論
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
財
務
管
理
論
に
お
け
る
投
資
に
関
す
る
理
論
を
近
代
経
済
学
の
投
資
理

論
の
発
展
と
み
る
と
き
、
投
資
理
論
は
真
に
費
用
理
論
と
質
・
量
に
お
い
て
対
等
の
地
位
壱
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
費
用
理
論

の
側
に
お
い
て
も
、
従
来
の
よ
う
に
規
模
を
所
与
と
し
た
操
業
度
中
心
の
費
用
理
論
か
ら
、
規
模
や
技
術
の
変
化
、
さ
ら
に
は
需
要
の
変

化
も
含
む
、
長
期
費
用
理
論
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
投
資
埋
論
と
費
用
理
論
と
壱
対
等
に
考
え
る
と
き
、
こ
の
両
者
に
共
通
す
る
総
論
の
部
分
れ
で
抽
出
し
、
企
業
理
論
(
狭

義
)
と
名
づ
け
、
投
資
坦
論
と
費
用
理
論
と
を
各
論
正
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
全
部
を
広
義
企
業
理
論
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
こ
れ
を
図
表
に
示
す

企
莱
理
論
(
昏

2
4
0同

F
o
皆
目
)
の
体
系

(
総
論
)

(
各
論
)

(
L印
は
発
展
の
方
向
)

¥
投
資
理
論
(
資
本
世
論

)
i資
本
の
種
類
に
よ
る
不
確
実
性
の
導
入

企
業
理
論
(
狭
義
)
ハ

/
費
用
理
論
(
価
格
理
論
・
生
産
理
論
〕

l
長
期
費
用
理
論
の
展
開

こ
の
よ
う
な
体
系
に
よ
る
と
き

企
業
団
四
論
(
狭
義
)
・
投
資
理
論
・
費
用
理
論
の
三
者
は
、

す
べ
て
統
一
的
な
原
理
に
基
づ
か
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
未
解
決
の
論
争
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
投
資
理
論
に
お
け
る
中
心
的
課
題
と
さ
れ
て
い
る
、
内
部
利
益
率
法

(
E
Z
2巳
E
宮
丘

B
Z
E
)
か
現
価
法
(
官
。

ω
O
ロ汁
J

辺、。

1
F〕

か
と
い
っ
た
問
題
や
、
費
用
理
論
に
お
け
る
、

平
均
原
理
か
、

限
界
原
理
か
と
い
っ
た
問
題
、
ま
た
、
最
近
再
び
論
争

利
益
極
大
化
か
と
い
っ
た
問
題
も
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
@

本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
等
壱
含
む
多
く
の
論
争
解
決
の
た
め
に
、
企
業
理
論
の
体
系
化
の
新
し
い
方
向
を
一
不
す
も
の
で
あ
ふ
。

の
中
心
と
な
っ
て
い
る

企
業
理
論
と
し
て
の
、

利
益
率
極
大
化
か
、

企
業
理
論
、
と
投
資
理
論
付

第
九
+
=
一
巻

四

第
六
号



企
業
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理
論
け
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告

四
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号

六
四

古
川
ル
ツ
ツ
は
企
業
理
論

(
F
gヨ
丘
岳
命
出
口
与
を
、
費
用
理
論
と
資
本
理
論
よ
り
な
ゐ
と
考
え
る
n

し
た
が
っ
て
、
筆
者
と
同
一
立
場
に
立
つ
。
し
か
し
ル
ッ
ツ

は
近
代
経
世
芋
の
立
場
に
立
つ
か
ら
最
近
の
具
体
的
投
資
坦
論
ま
で
問
題
そ
展
開
し
て
い
な
い
。

】[己官狙】
120骨
E
V
E
H
S
F己
N
'

〈
日

P
M
J官
吋
官
。
J
b
q
惨さ
-E富
喜
則
。
¥
Z
6
3
3
F
H》ロロ
2
E
p
d
E
4
司
自
由
、
呂
田
-
u
ω

投
資
理
論
の
発
展
と
財
務
管
理
論

す
で
に
ま
え
が
き
に
お
い
て
論
じ
た
通
り
、
近
代
経
済
学
の
投
資
理
論
は
、
財
務
管
理
論
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ソ
ロ
モ

ν

の
財
務
管
理
論
は
こ
の
方
向
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
本
節
は
ソ
ロ
モ
γ
の
こ
の
点
を
中
心
と
し
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
ソ
ロ

J
f
y
は
、
財
務
管
理
論

(
F
2
4
E
U
M
M
E
2巴
自

E
P問。
E
3
3と
、
伝
統
的
な
企
業
財
務
論

(
2号
。
z
z。ロ

E
H
E
2
)

や
金
融
会
社
論
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

伝
統
的
な
企
業
財
務
論
や
金
融
会
社
論
に
お
け
る
業
績
は
、
企
業
と
そ
の
資
本
調
達
の
源
泉
と
の
関
係
の
特
別
な
手
続
の
詳
細
な
説
明

に
お
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
財
務
管
理
論

(
5
2
4
丘

E
M
E
n
s
-
E
E
P
m
o目
2
3
は
資
本
の
最
適
な
使
用
(
。
1
H目
白
日

5
0
)
と
獲
得

Q
H
0
2
2自
2
3
と
配
分
(
色

o
z
t。
ろ
を
目
的
と
し
た
、
合
理
的
な
経
営
方
針
を
形
成
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に

含
ま
れ
る
、
広
い
経
済
関
係
と
そ
の
意
味
合
い
壱
孤
立
さ
せ
、
見
極
め
る
の
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

次
に
ソ
ロ
モ

γ
は
、
財
務
管
理

2
Eロ
ロ
己

E
E
P由。
E
2
3
の
領
域
に
つ
い
て
、

用
と
獲
得

(2臣
官
民
自
)
の
両
方
に
関
す
る
意
思
決
定
を
お
お
う

(
2
3
)
も
の
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
な
ら
ば
、
財
務
管
理
の
主

「
財
務
管
理
の
領
域
が
、

資
金

(
E
E
)
の
運

要
な
題
目
は
、
企
業
の
資
金
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
形
態
の
資
産
会
E
Z
m〉
と
な
っ
て
い
る
投
資
(
日
正
耳
目
。

E
ろ
を
、
企
業
は

保
有
す
る
か
、
減
少
せ
し
め
る
か
、
増
加
せ
し
め
る
か
と
い
う
こ
と
の
判
断
の
方
法
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
具
体



的
に
こ
れ
は
次
の
三
つ
の
問
題
に
答
え
る
も
の
で
あ
志
と
い
う
。

て
ど
の
よ
う
な
特
定
の
資
産
を
企
業
は
獲
得
す
べ
き
か

二
、
ど
れ
ほ
ど
の
総
資
本
額
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
か

、
必
要
資
木
額
は
ど
の
よ
う
に
調
達
す
べ
き
で
あ
る
か

以
上
三
つ
の
問
題
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

一
、
企
業
は
ど
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
か

二
、
企
業
は
ど
の
よ
う
な
形
態
で
そ
の
資
産
を
保
有
す
べ
き
か

三
、
そ
の
負
債
構
成

(
2
Eち
ω凶
作
吉
ロ
。
同

-Eσ
己】

t
g
)
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

以
上
、
ソ
ロ
モ

y
の
い
う
財
務
管
理
の
領
域
は
、
た
ん
に
資
本
調
達
面
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
資
本
の
運
用
の
薗
に
ま
で
及
ん
で
い
る

が
、
と
の
運
用
面
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
運
用
を
指
す
の
で
は
な
く
て
、
資
産
と
な
っ
て
い
る
資
本
を
、
保
有
す
る
か
、
減
少
せ
し
め

る
か
、
橋
大
せ
し
め
る
か
と
い
っ
た
運
用
で
あ
る
。
す
な
む
ち
、
資
本
調
達
と
結
び
つ
い
た
運
用
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
も
、
ソ
ロ
モ
ン
の
示
し
た
上
記
三
つ
の
問
題
は
、
い
づ
れ
も
投
資
理
論
の
発
展
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

次
に
ソ
ロ
モ
ン
は
、
財
務
管
理
論
と
経
済
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
経
済
学
に
関
し
て
は
財
務
管
理
論
は
企
業
理
論
の
発
展
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ミ
ク

μ

経
済
学
に
お
け
る
伝
統

的
な
強
調
点
は
、
投
入
資
本
額
を
一
定
と
し
て
、
利
益
と
「
生
産
量
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
財
務
管
理
論
は
、
収
益
性
と
使
用
資
本
額
と
の

関
係
に
、
特
に
関
心
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
、
と
い
う
。
次
に
ソ
ロ
モ

γ
は
、
財
務
管
理
論
は
投
資
瑚
論
(
資
本
山
論
)
の
発
展
で
あ
る
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
の

企
莱
理
天
酬
と
投
資
理
論
付

第
九
十
三
造

四

第
六
号

ノ、
五



企
業
理
論
と
投
資
理
論
付

第
九
十
三
巻

四

四

第
六
号

、一、
ノ
d
/

「
財
務
管
理
論
は
ま
た
資
本
理
論

(
Z
E
E
-
5
2
4
)
に
お
け
る
、
以
前
の
業
績
の
発
展
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
↑
」
の

方
面
の
非
常
に
多
く
の
伝
統
的
業
績
は
、
異
っ
た
タ
イ
プ
の
資
金
の
仔
在
に
よ
っ
て
、
創
り
出
さ
れ
た
不
確
実
性
と
い
う
問
題
を
抽
出
し
、

こ
の
問
題
を
素
通
り
す
る
」

こ
の
よ
う
に

ソ
ロ
モ
ソ
の
財
務
管
理
論
は
、
近
代
経
済
学
の
投
資
理
論
の
発
展
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
発
展
と
は
、
具
体
化
な
い
し
、

実
践
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
資
本
の
種
類
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
確
実
性
と
い
う
変
数
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
数
の
増

加
は
問
題
の
実
践
へ
一
歩
近
づ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
理
論
の
発
展
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
数
の
増
大
は
、
主
と
し

て
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
コ
ザ
〈
ト
に
関
連
す
る
問
題
と
し
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
近
代
経
済
学
に
お
け
る
投
資
理
論
は
、
資
本
の
ご
ッ

グ
マ
ハ
に
よ
る
不
確
実
性
の
問
題
号
考
慮
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
己
資
本
の
ヨ
ス
ト
も
他
人
資
本
と
同
様
す
べ
て
利
子
率
と
な
る
。

財
務
管
理
論
に
お
い
て
は
、
資
本
構
成
に
よ
る
コ
ス
ト
と
危
険
性
の
相
違
を
、
そ
の
う
ち
に
含
む
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ

に
多
く
の
関
連
す
る
問
題
と
論
争
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た

こ
の
よ
う
に
白
財
務
管
理
論
の
投
資
に
関
す
る
研
究
を
投
資
理
論
の
発
展
と
考
え
、
こ
れ
を
投
資
理
論
に
含
む
と
き
、
投
資
理
論
は
費

用
理
論
と
質
量
と
も
に
対
等
の
地
位
を
獲
得
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
費
用
理
論
の
側
に
お
い
て
も
、
従
来
の
短
期
的
な
費
用
理
論
か

ら
、
長
期
費
用
理
論
の
建
設
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
て
、
企
業
の
経
済
学
的
研
究
と
し

τの
企
業
理
論
は
費
用
理
論
と
投
資

期
費
用
理
論
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に
つ
い
て
論
せ
ず
、
別
著
、

理
論
と
い
う
こ
つ
の
枝
を
も
つ
も
の
と
し
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
規
模
の
変
化
や
技
術
の
進
歩
、
需
要
の
劣
化
を
合
む
長

「
企
業
成
長
と
企
業
理
論
L

に
お
い
て
と
れ
を
行
っ
た
。

註

ω
開
岡
山
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。
E
目
。
口
、
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司
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。
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ミ
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一
足
・
円
。
E
E
E幽
ロ
ロ
門
司
】
V
E
m
P
E
S
-
U
H
U

州
山
山

H
d
u
戸
仏
唱

U
H
N



ω
ご
の
引
用
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
、
ソ
ロ
モ
ン
は
企
業
凱
論
守
官
。
司
え

F
o
r旦
は
価
格
理
論
の
み
で
あ
り
、
投
資
理
論
は
企
業
開
論
の
外
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
点
、
草
者
の
体
系
ー
と
具
る
↑
」
と
と
な
る

n

次
に
ソ
ロ
モ
ン
は
、
価
格
理
論
は
投
下
菅
木
を
一
定
と
仮
定
す
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
例
措
理
論
は
投
下
資
木
を
一
定
と
仮
定
す
る
必
要
は
な
い
。
投
下
資
木
が
増
加

し
て
も
、
そ
れ
争
コ
ス
l
に
置
き
か
え
、
資
兆
コ
ス
ト
の
増
加
と
し
て
慣
用
曲
腕
に
合
む
。
し
た
が
っ
て
、
投
下
資
本
を
分
骨
と
す
る
投
資
理
論
去
は
接
近
方
法
が
異
る

の
で
あ
る
。
印
色
。
目
。
F
。
U

E門
司

v
p

刷

出
Q
H

。E
o
p

。u
n
F
U
Z

間
山
田
保
、
企
立
成
長
と
企
業
理
論
、
昭
和
一
一
一
九
年
、
第
三
章
、
企
業
成
長
と
費
用
調
論
、
事
照
。

企
業
理
論
と
企
業
の
経
済
的
目
標

近
代
経
済
学
に
お
い
て
は
、
企
業
は
出
資
者
の
も
の
で
あ
り
、
出
資
者
の
利
益
の
極
大
化
の
た
め
に
経
営
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
目
標
は
自
己
資
本
利
益
率
の
極
大
化
で
あ
る
と
さ
礼
て
い
る
。
だ
が
、
白
己
資
本
利
益
率
極
大
化
が
具
体
的
に
な
に

を
意
味
す
る
か
は
一
般
に
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

自
己
資
本
利
益
率
極
大
化
は
、
自
己
資
本
が
一
定
の
と
き
は
、
分
母
が
一
定
で
あ
る
か
ら
、
分
子
を
な
す
利
益
の
極
大
化
と
一
致
す
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
増
資
等
に
よ
フ
て
自
己
資
本
が
変
化
す
る
と
き
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
場
合
、
普
通

に
は
分
母
が
変
化
す
る
か
ら
、
分
子
の
極
大
化
と
一
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
は
出
資
者
の
も
の
で
あ
り
、

出
資
者
の
利
益
の
極
大
化
の
た
め
に
経
賞
さ
れ
る
と
い
う
前
提
を
認
め
る
か
ぎ
り
、
増
資
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
つ
ね
に
自
己
資
本
利
益
率

極
大
化
と
利
益
の
極
大
化
と
は
一
致
す
る
。
以
下
、
こ
れ
に
つ
い
て
若
干
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

企
業
は
出
資
者
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
利
益
の
極
大
化
の
た
め
に
運
営
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
場
合
、
企
業
の
主
体
を
な
す
の

企
業
理
論
と
投
資
理
論
付
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(
Z
E
E四
1
2
r
F巴品。
E
)
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
株
発
行
が
、
第
三
者
に
時
価
で
販
売
さ
れ
る
の
が
原

則
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
企
業
が
増
資
を
し
て
、
第
三
者
を
株
主
に
む
か
え
入
れ
る
の
は
、
既
存
株
主
の
利
益
が
そ
れ
に
よ
っ
て
増

は
、
既
存
株
主

大
す
る
可
能
性
が
存
在
す
る
場
合
の
み
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

新
株
主
は
企
業
の
株
主
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
株
数
に
等
し
い
企
業
の
利
益
の
分
け
前
を
要
求
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
既
存
株
主

に
と
っ
て
は
、
企
業
の
獲
得
す
る
将
来
の
利
益
の
う
ち
、
新
株
主
の
所
有
に
帰
す
る
部
分
は
コ
ス
ト
(
価
値
犠
判
)
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
自
己
資
本
の
コ
ス
ト
と
し
て
分
子
に
利
品
壱
と
る
収
議
株
価
率

(
2
2
5問
司

口

2
E
t。
)
説
の
根
拠
で
あ
る
。

一
し
の
よ
う
に
、
企
業
の
増
資
は
既
存
株
主
の
自
己
資
本
利
益
率
が
向
上
す
る
場
合
の
み
行
わ
れ
る
。
一
」
の
場
合
の
自
己
資
本
利
益
率
の

分
子
に
は
、
増
資
に
か
か
わ
ら
ず
、
既
存
株
主
の
手
に
帰
す
る
利
益
の
み
が
取
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
株
式
は
既
存
株
主
に
と
っ
て

は
、
他
人
資
本
と
全
く
同
様
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
自
己
資
本
利
低
率
極
大
化
と
、
利
品
極
大
化
は
、
増
資
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ

は
、
自
己
資
本
利
益
率
測
定
の
分
母
が
、
増
資
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
、
す
な
わ
ち
、
制
限
的
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

換
言
す
る
な
ら
ば
、
自
己
資
本
利
益
率
属
大
化
が
企
業
目
標
と
し
て
妥
当
す
る
の
は
、
企
業
を
出
資
者
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
し
か
も
、

そ
の
出
資
者
を
既
存
の
出
資
者
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る

お
よ
そ
目
標
と
し
て
示
さ
れ
る
も
の
が
、
率
で
示
さ
れ
る
と
き
は
、
分
母
が
制
限
的
要
素
で
な
い
か
ぎ
り
、
一
般
に
分
母
の
過
少
使
用

壱
生
じ
る
。
自
己
資
本
利
義
率
極
大
化
は
、
既
存
株
主
り
立
場
に
立
っ
と
き
、
白
己
資
本
は
制
限
的
要
素
と
な
る
か
ら
、
分
子
の
極
大
化

と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
目
標
と
な
り
う
る
。

こ
れ
を
正
し
く
認
識
し
な
い
で
、
出
資
者
側
の
立
場
に
交
っ
と
き
は
自
己
資
本
利
益
率
極
大
化
が
成
心
す
る
か
ら
、
総
資
本
的
立
場
に



立
っ
と
き
は
、
総
資
本
利
益
率
極
大
化
が
成
立
す
る
と
い
っ
た
単
純
な
類
推
が
あ
る
。
総
資
本
は
出
資
者
的
立
場
に
立
っ
て
も
、
企
業
全

体
的
立
場
に
立
っ
て
も
制
限
的
要
素
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
総
資
本
利
益
率
極
大
化
を
企
業
目
標
と
す
る
と
き
亡
、
総
資
本
の
過
少
使

用
壱
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
、
第
六
節
に
お
い
て
再
び
取
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

自
己
資
本
利
益
率
極
大
化
と
利
益
の
極
大
化
は
一
致
す
る
と
と
は
す
で
に
論
じ
た
が
、
自
己
資
本
利
益
率
梅
大
化
は
出
資
者
的
立
場
に

立
勺
た
と
き
の
み
目
標
と
し
て
有
効
で
あ
る
が
、
刺
益
極
大
化
は
こ
れ
よ
h
J
も
幅
の
広
い
も
の
で
あ
る
。
企
業
の
利
益
は
、
な
に
を
コ
ス

-
(
価
値
犠
粧
)
に
す
る
か
に
よ
っ
て
、
変
質
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
に
壱
ヨ
ス
ト
と
す
る
か
は
、
企
業
は
誰
の
も
の
で
あ
り
、
誰
の
た

め
に
指
導
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
最
近
に
お
付
る
資
本
と
支
配
の
分
離
跡
が
み
ら
れ
る
大
企
業
は
、
経
営
者
的
観
点
か
ら
コ
ス

ト
壱
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
益
も
ま
た
、
出
資
者
的
立
場
で
は
な
く
て
、
企
業
全
体
的
立
場
仁
立
っ
た
も
の
と
変
質
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
利
益
極
大
化
と
い
っ
た
場
合
の
利
益
の
内
容
が
変
質
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

極
大
化
原
則
そ

れ
自
身
は
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。

必
要
な
の
は

な
に
を
コ
見
ト
と
す
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

出
資
者
的
立
場
を
離
れ
企
業
全

体
的
立
場
に
立
っ
た
コ
ス
ト
は
、
出
資
者
的
立
場
に
立
っ
た
コ
ス
ト
と
は
異
っ
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
を
考
え

た
場
合
、

利
議
は
む
し
ろ
成
果
と
呼
ば
れ
る
八
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、

利
益
と
い
う
言
葉
は
出
資
者
的
観
点
を
述
想
せ
し
め
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
問
題
は
企
業
観
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
取
上
げ
な
い
。
前
掲
拙
著
参
照
さ
れ

た
し
。

話
仰
山
田
保
、
企
業
成
長
と
企
業
理
論
、
昭
和
二
九
年
、
五
五
五
六
五
審
問
。

間
前
掲
書
、
一
七
九
一
九
八
五
、
参
照
。

企
業
理
論
と
投
資
問
諭
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利
益
極
大
化
よ
り
冨
の
極
大
化
へ
の
発
腿

従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
経
済
学
上
の
通
説
は
、
企
業
家
が
そ
の
利
益
を
極
大
化
し
よ
う
と
考
え
、
そ
の
前
提
の
上
に
理
論
が
釘
立
て

ら
れ
て
い
る
。
デ
品
ラ

γ
ド
は
、
果
し
て
企
業
家
が
そ
の
利
益
を
極
大
化
し
よ
う
と
す
る
か
と
疑
問
を
持
つ
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ラ

y
vは、

企
業
家
は
そ
の
富
(
当

z=F)
を
極
大
化
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
か
と
問
う
の
で
あ
る
。

テ
コ
フ

γ
ド
の
富
の
椋
大
化
の
具
体
的
な
意
味
は
、
将
来
の
利
益
の
割
引
さ
れ
た
価
値
(
岳
円

E
E
E
4巳
ロ
与
を
極
大
化
し
よ
う
と

率益利

率
昇

子

-

限

利

一

¥

の

£

LN

前

a
r
¥

一

世

l
l
|
門
組

F

ベ

;

が

利

¥

/

4ごr

一

~

串

-

¥

益

一

期

~

必

デュランド白日〈投資価値)の極大化

〆珍:引

い
う
こ
し
乙
で
あ
る
。

資
本
財
で
あ
る
富
は
、
そ
の
市
場
価
栴
で
は
な
く
て
、
そ
れ
が
将
来
生

慣権者によって

提供された資産

ばヲ込み
ソラだ

限ドンす
界はド{曲
利、は値
益経投で
率済資測
が理価定
利論値さ
子は。れ
率利長な
と益是け
等極込れ
し大号ば
く化~な
な原〈ら
る理 Eむな
まを 5い
で唱)
投えとこ
資る呼の
ががん上
行、でう

わといな
れれる価
る Ic 値
とよデを
教れユデ

え
る
。
こ
の
利
益
極
大
化
に
代
っ
て
、
デ
ュ
ラ

y
ド
の
投
資
価
値
の
極
大

川
臨
化
が
出
現
す
る
こ
と
と
な

h
o
こ
れ
を
第
一
図
に
示
す
。
ま
ず
所
有
者
自

主
三

江
刺
身
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
資
産
を
一
ポ
す
部
分
一
一
斜
線
を
引
い
た
部
分
)
が

#
倍
々
d

一
目
酬
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
部
分
は
一
定
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
こ
の
所
有
者
の

資
産
は
利
益
壱
生
む
か
ら
、
総
利
益
曲
線
は
借
入
金
が
ゼ
ロ
の
と
こ
ろ
で



も
、
ゼ
ロ
よ
り
も
か
な
り
上
か
ら
出
発
す
る
。

第
二
に
は
利
子
率
の
カ
}
プ
は
水
平
で
は
な
く
て
上
方
へ
傾
斜
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
多
く
借
入
れ

1
る
こ
と
は
追
加
的
な
リ
λ

ク
を
負

わ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
債
権
者
に
対
し
て
、
そ
の
リ
ス
ク
に
酬
い
る
た
め
に
高
い
利
子
壱
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
一
図
に
示
す
よ
う
に
、
利
子
率
を
示
す
カ
l
ブ
は
し
ば
ら
く
の
聞
は
水
平
で
あ
る
が
、
あ
る
と
と
ろ
か
ら
上
昇
す
る
。
こ
れ
は
限
界
利

子
率
曲
線
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
極
大
総
利
益
は
、
限
界
利
子
率
と
限
界
利
益
率
と
が
一
致
す
る
と
き
に
生
じ
る
c

次
に
総
利
益
に
一
定
の
倍
数
(

K

)

壱
乗
じ
た
価
値
を
示
す
曲
線
が
あ
る
。
こ
の
曲
線
は
、
も
し
借
入
金
が
企
業
の
所
有
者
に
全
然
リ

見
ク
を
与
え
な
い
と
き
は
、
投
資
価
値
を
示
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
借
入
金
の
増
大
は
、
企
業
所
有
者
の
リ
ス
ク
の
増
加
を
も
た
ら
す
か

ら
、
投
資
価
値
を
求
め
る
た
め
の
倍
数

(
K
)
は
次
第
に
小
さ
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
投
資
価
値
を
示
す
曲
線
は
、
総
利
益
の

K
倍
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
カ
l
プ
よ
り
も
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

借
入
金
が
増
大
し
、
そ
れ
に
伴
っ
た
リ
九
グ
が
増
加
す
る
と
、
総
利
益
は
ま

1
ま
す
高
い
率
で
資
本
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
投
資
価
値
は
次
第
に
利
益
を
K
倍
し
た
曲
線
よ
り
下
る
と
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
考
察
す
る
と
、
当
然
投
資
の
価
値
は
、

総
利
益
(
ま
た
は
総
利
益
を

K
倍
し
た
カ
1
プ
)
の
極
大
化
よ
り
も
先
に
極
大
と
な
る
。
こ
の
極
大
が
最
適
の
計
画
で
あ
る
。
も
し
企
業

が
こ
の
点
以
上
に
投
資
壱
拡
大
1
る
と
、
企
業
は
一
層
大
き
な
利
益
を
獲
得
し
う
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
過
程
に
不
当
な
り

マ
ハ
グ
を
蒙
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
投
資
価
値
の
下
落
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
投
資
価
値
と
い
う
の
が
、
デ
ュ
ラ
ン
ド
の
い
う
宮

と
い
う
こ
と
で
あ
る

な
お
、
必
要
利
益
率
曲
線
公

Z
E
B
ι
宮
古

2

2当
。
)

は
限
界
的
な
曲
線
で
あ
る
が
、

借
入
金
(
社
債
)
に
よ
る
連
続
的
な
小
投

資
に
よ
っ
て
、
普
通
株
の
投
資
価
値
壱
維
持
す
る
た
め
に
獲
得
さ
れ
な
け
れ
ば
&
ら
な
い
最
低
の
利
益
率
を
示
す
。
こ
れ
は
最
適
計
画
の

企
業
理
語
と
投
資
理
論
付

第
元
十
一
二
巻

四

九

第
六
号

七



企
業
理
命
と
投
資
理
論
什

第
九
十
一
一
巻

四

O 

第
六
号

己

点
に
お
い
て
、
限
界
利
益
率
曲
線
と
交
る
こ
と
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
点
よ
り
左
は
追
加
的
な
投
資
ほ
必
要
利
益
率
以
土
を
か
せ
ぐ

こ
と
と
な
る
か
ら
、
投
資
を
増
加
す
る
こ
冒
と
は
、
投
資
価
値
壱
引
上
げ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
よ
り
右
は
、
追
加
的
な
投
資
は
必
要
利

益
よ
り
も
少
い
か
ら
、
投
資
の
増
大
は
投
資
価
値
壱
低
下
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
要
利
益
率
曲
線
と
限
界
利
益
率
曲

線
と
の
交
点
に
お
い
て
、
投
資
価
値
の
極
大
化
が
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
場
合
、
真
の
他
人
資
本
の
コ
ス
ト
は
、
少
く
と
も
投
資
価
値
を
維
持
す
る
(
低
下
さ
せ
な
い
)
た
め
に
必
要
な
収
益
率
(
利
益
率
)

で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
他
人
資
本
の
増
犬
に
よ
る
り
只
ク
の
増
大
だ
け
利
子
率
よ
り
も
高
く
な
る
。

デ
三
フ
y
ド
は
、
こ
の
富
の
極
大
化
が
企
業
目
標
と
考
え
る
こ
と
は
、
利
益
の
極
大
化
よ
り
も
次
の
二
点
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
と
い

フ。
第
一
は
富
の
極
大
化
、
す
な
わ
ち
投
資
価
値
の
極
大
化
は
、
利
益
の
予
想
が
年
々
異
る
場
合
で
も
、
自
由
に
そ
れ
を
投
資
価
値
へ
資
本

化
で
き
る
と
い
う
利
点
を
も
っ
て
い
る
。
第
二
の
利
点
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
利
益
極
大
化
説
に
お
い
て
は
、
利
益
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る

程
、
有
利
と
な
る
か
ら
、

ご
〈
ト
の
安
い
他
人
資
本
を
増
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
リ
ス
ク
を
そ
の
う
ち
に
含
む
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
し
か
し
生
が
ら
、
投
資
価
値
の
極
大
化
は
こ
の
よ
う
な
資
本
構
成
に
よ
る
危
険
性
を
そ
の
う
ち
に
含
み
、
計
数
化
し
う
る
。
す
な

わ
ち
、
利
益
が
大
と
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、
他
人
資
本
の
む
や
み
の
増
大
は
投
資
価
値
の
極
大
化
と
は
な
ら
な
い
た
め
に
、
お
の
づ
か
ら

他
人
資
本
の
最
適
な
調
達
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
デ
ュ
ラ
ン
下
の
富
の
極
大
化
を
紹
介
し
た
が
以
下
は
ソ
ロ
モ
戸
の
富
の
極
大
化
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。
ソ
μ

モ
γ
は

デ弘

7

y
ド
と
同
じ
く
、
利
益
極
大
化
か
ら
富
の
極
大
化
へ
の
発
展
の
必
要
壱
説
い
て
い
る
。

ソ
ロ
モ
ジ
の
説
は
デ
品
ラ
ゾ
ド
の
そ
れ
と

本
質
的
な
相
違
は
な
い



ソ
ロ
毛
ソ
は
富
(
毛

E
Zど
を
ま
た
純
現
価
(
巴
O
昨
日
比

2
0
E
喝
。
ュ
ご
と
呼
び
、
次
の
式
で
示
れ
。

可同

同|同?
( 

ミ
十
九吋

+ 
叶

) 

=
、
目
『
l
町

由
日
、
百
以
抑
肯
僻
・
汁
司
戸
、
羽
…
調
3
肯
駄
δ
倫
相

M4wz・
行
合
口
癖
b
t
A
サ
型
砕
A
Y
U
2
4
哨
δ
雨
脚
ゆ
川
山
一
ハ
ロ
罫
3
4
V
3
0

思
U
叩
国
間
合
汁
て
ム
モ
打
針

τペ
・
出
品
叩
帯
帯
斗
印
一
円
山
NJ
珊
骨
詑
」
N
E
B羽
符
師
ヨ
師
陣
生
広
州
調
。

t
・
時
止
]
作
過
宮
斗
刷
。

寸

H
控
除
。

-u当
4
A
7
繭
神
非
行
且
斗
が
国
出
。

同
H

キ
寸
べ
、
、
で
・
u
u
p
T
o

唱
H
鵬
A
H
r
d
f

輩
出
掴
首
。

何
日
倫
明
、
H
3
書
置
し
f

(
凶
惜
謹
除
)

n
u
E日
開
封
。

以
上
の
式
に
お
い
て
、

W
こ
そ
が
企
業
の
極
大
化
す
パ
き
宮
(
当
E
F
E
)
壱
示
す
も
の
で
あ
る
。
ソ
ロ
そ

y
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

W
の
極
大
化
が
企
業
目
標
を
な
す
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
W
の
増
大
は
企
業
成
長
(
四
百
羽
吾
)
を
な
す
と
い
う
。
な
お
ソ
ロ
毛

γ
は
こ
の

W
の
増
大
を
伴
わ
な
い
で
、
企
業
の
資
本
を
増
大
す
る
こ
と
を
、
拡
大
(
日
]
V
P
5
5ロ〉

と
呼
ん
で
成
長
と
区
別
す
る
。

以
上
わ
れ
わ
れ
は
企
業
目
標
を
自
己
資
本
利
益
率
極
大
化
か
ら
出
発
し
、
こ
れ
が
利
益
極
大
化
と
等
し
く
な
る
こ
と
を
証
明
し
、
こ
の

利
益
極
大
化
か
ら
富
の
極
大
化
へ
発
展
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。

企
業
は
こ
の
よ
う
な
宮
の
極
大
化
と
い
う
目
標
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
投
資
理
論
も
費
用
理
論
も
、
相
と
も
に
、
こ
の
企
業
目
標
達

成
の
た
め
の
各
論
を
な
す
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
投
資
理
論
と
費
用
理
論
と
は
い
ず
れ
も
同
じ
車
の
両
輪
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
輪

企
業
理
論
と
投
資
理
論
件
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企
業
理
論
と
投
資
担
論
付

第
九
十
=
一
巻

E可

館
六
号

寸三

凹

が
つ
ね
に
同
じ
方
向
に
む
か
つ
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

投
資
理
論
は
プ
ロ
ゼ
ク
ト
投
資
と
そ
の
収
益
性
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
富
(
ソ

t
f
y
の
W
)
の
極
大
化
壱
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
費

用
理
論
は
企
業
の
生
産
量
と
収
益
・
費
用
の
関
係
か
ら
、
宮
を
期
間
に
分
っ
て
、
そ
の
極
大
化
壱
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
い
つ
れ
に
し
て

も
、
こ
の
川
者
は
結
局
企
業
目
標
達
成
と
い
う
同
一
目
標
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
利
益
極
犬
化
と
宮
の
板
大
化
と
は
木
質
的
な
相
違
は
な
い
。
後
者
は
前
者
に
対
し
て
、
時
間
的
要
素
に
よ
る
何
値
の
変
化
と
、
不

確
実
性
と
い
う
変
数
を
導
入
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

註
叫
ロ
E
E
ロ
ロ
日
ロ
F
口
B
E
E
口
一
号
同
自
己
明
。
E
q
H
Wロ
ロ
皆
同
O同国
5
5
2
ω

吋

E
E
ω
g
a
p。
E
O
E
m
O
H
冨
E
E目
E
E
F
M
3
言
足
量
品
?

遣司叫。」¥、町。電、昌Nv苔。、
2ぬ
苫
円
R

ぬ尋"噂、"た句ぬ邑句戸姐何2内

デ
士
フ
ソ
ド
の
ζ

の
諭
強
占
文
文
に
つ
い
て
は
、
山
問
時
夫
、
資
本
つ
ス
ト
慨
念
の
再
抽
詩
|
|
デ
ュ
ラ
γ
ド
の
所
説
壱
中
心
と
し
て
l
l
l、
経
常
、
と
経
昨
、
第
八
回
、
参
問
。

ω
印
。
吉
田
。
P
。匂

E
T
u
u・
N
o
f
N
F

問
企
業
成
長
の
真
の
意
味
は
川
賞
者
的
組
点
を
離
れ
、
企
業
全
体
的
出
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
ソ
ロ
モ
ン
の
い
っ
企
業
成
長
は
出
資
者
的
観
点
に
立
っ
て
い
る
。
出
資

者
的
立
場
で
は
な
く
企
業
自
体
の
立
場
に
立
っ
た
企
業
成
長
の
臨
済
的
必
味
に
つ
い
て
は
刑
者
「
企
業
成
長
と
企
業
別
論
」
事
照
。


